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目的 

地域移行支援とは，障害者支援施設等及び精神科病院に

入所・入院している精神疾患・精神障害者等に対して，住

居の確保や障害福祉サービスの体験利用・体験宿泊のサポ

ートなど地域生活へ移行するための支援である。そして地

域定着支援とは ，単身等による地域での生活に不安を抱え

た精神疾患・精神障害者等になんらかの困り事があった際

に，指定一般相談支援事業者等が電話相談や緊急訪問を提

供する支援である。以上の２つの支援は，いわゆる社会的

入院等によって地域参加が妨げられてきた精神疾患・精神

障害者等（患者・当事者・利用者）の，より「自分らしい

生活」を実現するための重要な福祉サービスといえる。 

本研究は，地域移行支援・地域定着支援の利用過程にお

ける当事者の不安，期待，葛藤，喜びなどの心理的変容を

明らかにすることによって，精神科病院等からの退院や地

域生活への移行の動機づけについて検討し，退院支援，あ

るいは，地域移行支援・地域定着支援といった一連の援助

方略の一助をなすことを目的とする。 

方法 

調査対象（参加者）：地域移行支援・地域定着支援を活用

していた/している者（統合失調症，パニック障害を患って

いる60代の男性A）と，その者と相当の期間に渡ってかか

わりのある，医療・福祉機関に所属する援助者であった。 

調査方法：訪問聞き取り調査および半構造化面接であった。 

 

表１ 半構造化面接における質問項目 

1. 病院からの退院に至った経緯 

2. 病院から退院するときに，主に感じていた期待していたこと 

3. 病院から退院するときに，主に感じていた心配や不安 

4. 退院しようと決めた後や，退院した後の体調の変化 

5. 退院して気づいたことや，変化したこと 

6. 地域で生活している中で，特に努力されたこと。 

7. 地域で生活していて，不安が生じたときや困ったときに相談できる方 

8. 退院し，地域生活して良かったと思うこと。 

9. 今後の生活の目標。 

面接は，Aが普段利用している社会資源で，安心して話

せる環境（喫茶店等）で実施された。Aの承諾を得た上で，

IC recorderを用いて面接場面を録音し，また，メモで記録

した。面接は，参加者と第１著者との一対一で実施された。

半構造化された質問項目は９項目であった（表１）。 

調査期間：20XX年Y月に，日にちをまたがって計３回，

およそ２時間に渡って実施された。 

倫理的配慮：調査対象者（参加者）に, 研究の趣旨, 参加・

不参加の自由, 途中中断が可能なこと, 得られたデータは

個人が特定されない方法で分析することなどの個人情報保

護について事前に説明し, 同意を得た。 

結果 

調査の結果，精神科病院入院時から，地域移行支援・地

域定着支援等を利用して退院し，地域生活に移行し現在に

至るまでの経緯および状況と，その過程におけるAの心理

状態を聞くことができた。さらに，精神科病院入院に至る

前の生活史・家庭状況等や，それが入院および退院後に及

ぼしている影響についても聞き取りすることができた。ま

た，それらの内容の信頼性を裏付けるために，Aと長いか

かわりのある援助者から，ある程度の事実確認を得ること

ができた。 

考察 

退院から地域生活移行過程におけるAの心理状態は，１）

多様な医療・福祉機関とそれらに所属する援助者らとのか

かわり，２）Aの家族という社会資源，３）Aの生活史（生

活履歴）という３つの要素からの影響によって，大きく変

容してきたことがうかがえた。それぞれの要素が，楽しみ

や嬉しさというポジティブな効果と，不安や恐れといった

ネガティブな効果の両方をもたらしてきたと考えられた。

よって，どのようなネガティブな心理状態に陥ったとして

も，そしてその原因が維持されたとしても，ポジティブな

心理状態への転換が可能であることが示唆された。それは

そのまま，退院や地域移行に対する動機づけに直結するか

もしれない。特にそれは，医療・福祉にかかわる援助者の

多様なかかわりによって展開されうる，また当事者自身の

経験と気づきによって発展すると考えられた。 


